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教
育
委
員
に

　
去
る
九
月
三
十
日
、
十
月
一
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
、
本
年
度
第
三
回
の
定

例
松
代
町
議
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
議
決
さ
れ
ま
し
た
議
題
は
次
の

通
り
で
す
。

報
告
事
項

　
L
建
設
常
任
委
員
会
調
査
報
告

　
　
主
な
る
報
告
事
項
は
八
・
一
〇
水

　
　
害
の
現
地
調
査
で
、
応
急
復
旧
実

　
　
施
中
の
地
区
、
八
ケ
所
で
す
。

議
第
一
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
に
つ
い
て
。

　
委
員
菅
井
政
隆
さ
ん
の
任
期
満
了
に

　
と
も
な
う
新
委
員
に
は

ロ棚

徳
雄
さ
ん
が

　
　
柳
徳
雄
さ
ん
（
蒲
生
）

　
　
　
　
　
明
治
四
二
年
七
月
生
れ

　
が
新
ら
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

議
第
二
号
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

　
当
組
合
の
規
約
の
変
更
及
び
、
組
合

　
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

　
増
減
、
名
称
変
更
に
つ
い
て
。

　
（
当
町
に
は
関
係
が
な
い
の
で
省
略

　
す
る
）

議
第
三
号
　
松
代
町
消
防
団
員
の
定
員

　
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て
。

　
（
第
二
条
中
「
八
五
〇
人
」
を
「
八

　
○
○
人
」
に
改
め
る
）

議
第
四
号
　
昭
和
四
四
年
度
松
代
町
一

　
般
会
計
補
正
予
算
（
才
入
才
出
に
そ

　
れ
ぞ
れ
一
七
二
六
七
千
円
を
追
加
）

　
◎
収
入
地
方
交
付
税

国
庫
支
出
金

分
担
金

県
支
出
金

＝
二
八
〇
九
千
円

　
一
五
一
六
千
円

　
七
七
三
千
円

　
五
八
○
千
円

な
ど
が
主
な
る
も
の
で
す
。

◎
支
出
総
務
費

　
統
計
調
査
費

　
総
務
管
理
費

民
生
費

六
一
八
千
円

二
五
九
千
円

二
四
九
千
円

二
七
〇
千
円

　
国
民
年
金
事
務
費
と
し
て
電
動

　
式
印
刷
機
の
購
入
費

農
林
業
費
　
　
　
　
七
〇
八
千
円

　
農
業
費
の
内
稲
作
増
収
実
践
集

　
　
　
団
補
助
と
南
沢
線
取
付
道
路
改

　
　
　
良
工
事
費
が
主
な
る
も
の
。

　
　
教
育
費
　
　
　
　
四
三
三
四
千
円

　
　
　
小
学
校
費
　
　
一
四
一
八
千
円

　
　
　
　
松
代
小
電
灯
料
及
室
野
小
学

　
　
　
　
校
水
道
設
備
工
事
費

　
　
　
保
健
体
育
費
　
二
七
〇
四
千
円

　
　
　
　
町
民
プ
ー
ル
建
設
費
（
道
路

　
　
　
　
工
事
費
）

　
　
災
害
復
日
費
　
」
二
…
二
七
千
円

　
　
　
町
単
独
土
木
施
設
災
害
の
復
旧

　
　
　
費
と
し
て
　
　
八
八
二
二
千
円

　
　
　
農
林
施
設
災
害
復
旧
費
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
一
五
千
円

議
第
五
号
　
昭
和
四
四
年
度
松
代
町
建

　
設
機
械
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　
算
（
四
六
一
〇
千
円
を
追
加
）

　
D
五
〇
ア
ン
グ
ル
ド
ー
ザ
一
台
購
入

　
費
と
し
て

議
第
六
号
　
昭
和
四
三
年
度
松
代
町
一

　
般
会
計
、
特
別
会
計
才
入
才
出
決
算

　
の
認
定
に
つ
い
て
。

　
ω
昭
和
四
三
年
度
一
般
会
計
才
入
才

　
　
出
決
算
（
裏
面
に
掲
載
）

　
②
昭
和
四
三
年
度
松
代
町
特
別
会
計

　
　
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
才
入
才

　
　
出
決
算

　
　
　
　
　
九
三
六
一
八
千
円

　
⑧
直
診
事
業
会
計
決
算

　
　
　
　
　
一
二
九
五
〇
千
円

　
④
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

　
　
　
　
　
二
六
五
五
千
円

　
⑤
建
設
機
械
事
業
特
別
会
計
決
算

　
　
　
　
　
八
一
八
九
千
円

　
⑥
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
決
算

　
　
　
　
　
七
一
四
三
千
円

以
上
の
よ
う
で
し
た
。

　
ほ
か
に
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
、
二

日
間
の
日
程
を
充
分
に
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
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総
額
四
億
二
百
二
十
一
万
円
に

　
昭
和
四
十
三
年
度
の
一
般
会
計
は
、

当
初
三
七
〇
〇
〇
万
円
で
し
た
が
、
そ

の
後
補
正
が
行
な
わ
れ
、
最
終
予
算
は

四
一
三
、
〇
七
二
千
円
と
大
規
模
な
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
決
算

額
は
、

　
歳
入
　
　
四
一
二
、
五
六
〇
千
円

　
歳
出
　
　
四
〇
二
、
二
＝
一
一
千
円

と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
款
別
才
出
は
別
図
の
通
り
で
す

が
、
決
算
に
お
け
る
支
出
済
額
は
次
の

通
り
で
す
。

①
議
会
費
　
六
八
八
四
千
円

②
総
務
費
　
七
九
七
四
〇
千
円

　
L
総
務
管
理
費
　
六
四
五
七
〇
千
円

　
乞
徴
税
費
　
　
　
　
七
九
五
六
千
円

　
叙
戸
籍
住
民
登
録
費
三
七
六
一
千
円

　
4
選
挙
費
　
　
　
　
一
三
八
七
千
円

　
㌻
統
計
調
査
費
　
　
二
〇
二
三
千
円

　
6
監
査
委
員
費
　
　
　
　
四
二
千
円

0
民
生
費
　
篇
五
四
七
二
千
円

　
私
社
会
福
祉
費
　
　
六
二
六
八
千
円

　
乞
児
童
福
祉
費
　
　
九
一
八
四
千
円

　
3
災
害
救
助
費
　
　
　
　
二
〇
千
円

④
衛
生
費
　
七
七
四
一
千
冊

　
L
保
健
衛
生
費
　
　
四
七
五
五
千
円

　
乞
清
掃
費
　
　
　
　
二
七
八
五
千
円

⑤
労
働
費
　
四
九
〇
二
千
円

　
し
失
業
対
策
費
　
　
二
八
三
六
千
円

　
乞
労
働
諸
費
　
　
　
二
〇
六
五
千
円

⑥
農
林
業
費
　
五
七
六
〇
八
千
円

　
L
農
業
費

　
2
．
林
業
費

⑦
商
工
費

⑧
土
木
費

　
　
四
九
九
八
五
千
円

　
　
　
七
六
二
三
千
円

三
七
三
千
円

　
　
　
　
　
五
五
七
〇
九
千
円

　
L
土
木
管
理
費
　
一
二
二
〇
四
千
円

　
乞
道
路
橋
梁
費
　
四
三
〇
三
三
千
円

　
3
。
住
宅
費
　
　
　
　
＝
二
七
一
千
円

⑨
消
防
費
　
一
ニ
ニ
七
八
千
円

⑩
教
育
費
　
剛
二
九
八
三
〇
千
円

　
L
教
育
総
務
費
　
　
七
一
九
九
千
円

　
乞
小
学
校
費
　
一
〇
九
四
六
七
千
円

　
よ
中
学
校
費
　
　
一
〇
二
三
二
千
円

　
4
社
会
教
育
費
　
　
二
六
二
四
千
円

臥
保
健
体
育
費

（単位；δ円）款別歳入歳出，額

一
六
一
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侶

　
6
。
教
材
セ
ン
タ
！
費
　
　
七
三
千
円

　
乳
教
職
員
独
身
寮
管
理
費
七
二
千
円

①
災
害
復
旧
費
　
欄
五
五
七
〇
千
円

　
L
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
〇
七
千
円

　
ネ
農
林
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
六
三
千
円

⑫
公
債
費
　
醐
六
一
〇
〇
千
円

　
以
上
の
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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こ
の
運
動
は
、
人
命
尊
重
の
見
地
か

ら
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
、
と
く
に
歩

行
者
の
交
通
事
故
の
絶
滅
を
目
標
と
し

て
十
月
六
日
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で
の

十
日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動

を
よ
り
効
果
の
揚
げ
る
為
、
松
代
町
交

通
安
全
対
策
協
議
会
は
十
月
三
日
に
警

察
駐
在
員
、
交
通
団
体
、
高
中
小
学
校

土
木
事
務
所
、
松
代
郵
便
局
、
母
の
会

の
役
員
四
十
五
名
出
席
を
願
い
、
交
通

運
動
推
進
打
合
会
を
町
役
場
で
開
催
し

次
の
事
項
を
き
め
実
施
し
ま
し
た
。

8
正
し
い
横
断
の
励
行
と
横
断
中
の
歩

行
者
保
護
の
徹
底
。
口
こ
ど
も
と
老
令

者
の
交
通
安
全
の
確
保
。
日
飲
酒
運
転

の
防
止
な
ど
で
あ
り
、
実
践
活
動
と
し

て
全
町
十
ヵ
所
に
お
い
て
延
三
百
四
十

一
名
で
十
目
間
街
頭
指
導
に
あ
た
り
、

秋
山
町
長
、
外
各
事
業
所
長
の
労
々
も

一
日
街
頭
指
導
に
出
動
し
た
。
各
字
嘱

託
員
に
ょ
り
町
民
一
人
一
人
に
交
通
安

全
思
想
の
周
知
徹
底
を
は
か
る
為
各
字

に
あ
る
チ
ヤ
イ
ム
放
送
で
ス
ポ
ツ
ト
放

送
を
流
し
た
。
又
飲
酒
運
転
撲
滅
を
は

か
る
た
め
街
頭
指
導
時
に
あ
ら
ゆ
る
運

転
者
を
対
象
と
し
て
飲
酒
運
転
追
放
安

全
啓
蒙
シ
ー
ル
を
五
千
枚
配
付
し
た
。

こ
の
期
間
中
に
松
代
町
の
交
通
事
故
は

物
件
H
、
人
身
9
で
今
ま
で
に
な
く
少

な
い
好
成
績
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
十
日
間
省
み
る
と
町
民
一
人
一
人

が
よ
く
交
通
ル
！
ル
を
守
っ
て
お
り
、

特
に
生
徒
の
登
校
下
校
時
の
交
通
マ
ナ

1
は
立
派
で
し
た
。
各
字
嘱
託
員
の
勇

々
、
な
れ
な
い
放
送
を
毎
日
実
施
さ
れ

ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
運
動
を
基

点
と
し
て
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
町

作
り
に
ご
協
力
下
さ
い
。

一
月
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で
の
松
代
町

交
通
事
故
件
数
は
人
身
事
故
⑪
件
、
物

件
事
故
⑥
件
で
す
。
事
故
原
因
を
分
析

し
た
結
果
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
が

圧
倒
的
に
多
い
点
に
今
後
の
問
題
点
が

あ
る
様
で
す
。
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運
転
者
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
を

　
　
　
交
通
違
反
や
事
故
に

　
　
　
　
“
点
数
制
度
”

　
十
月
一
日
か
ら
「
点
数
制
度
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
交
通
違
反
や

交
事
事
故
を
あ
ら
か
じ
め
点
数
を
つ
け

て
お
き
、
そ
の
合
計
点
数
に
よ
っ
て
運

転
免
許
の
停
止
、
ま
た
は
取
消
し
を
す

る
制
度
で
す
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
交
通
違
反
　
事
故
に
つ
け
る
点
数

①
酔
っ
ば
ら
い
運
転
や
無
免
許
運
転

　
の
よ
う
な
悪
質
な
違
反
を
す
る
と
9

　
点
か
ら
6
点
軽
い
違
反
で
も
2
点

　
－
点
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

②
交
通
事
故
を
起
こ
す
と
、
違
反
点

・
数
の
ほ
か
に
、
事
故
点
と
し
て
軽
い

　
も
の
は
4
点
か
ら
死
亡
事
故
な
ど
で

　
重
い
も
の
は
侶
点
を
つ
け
ら
れ
ま
す

③
ひ
き
逃
げ
、
あ
て
逃
げ
を
す
る
と

　
さ
ら
に
10
点
か
ら
5
点
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。

◎
処
分
の
基
準
点
数

　
　
　
　
　
　
　
基
準
点
数

　　○点数制度の具体的な例

　　①免許の停上前歴がない場合

点　　・圏・・匝亟卜画・ボ僅

数1点＋穂＋2点＋1制②免許の停止前歴が1回ある場

獲　匝璽…團…匝亟國
　、　　　　　　　　2点＋　　2点　　1

免③免許の停止前歴が2回以上あ

許匝圃…匝亟］・・｛璽唾
（　　　　　　　　　　　　　　2点　－

犠総責朧巌・櫛蜘取劉囲…團
　　　　　　　　　　2点＋　4点　鷺　　6点

注　停止前歴が2回以上あると、5点以
　土は運転免許の取消しになります。

　
　
　
　
　
　
　
免
許
の
保
留
や
拒
否

　
の
制
度
に
も
採
用
さ
れ
、
免
許
の
停

　
止
や
取
消
し
の
場
合
と
同
様
に
扱
わ

　
れ
ま
す
。
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，
塾
甲

過
去
三
年
以
内

の
運
転
免
許
の

停
止
回
数

○
　
　
回

一

回

二
回
以
上

免
許
の
停
止

六
点
～
茜
点

四
点
～
九
点

二
点
～
四
点

免
許
の
取
消

一
五
点
以
上

一
〇
点
以
上
・

五
点
以
上

◎
点
数
制
度
の
特
典

　
一
年
以
上
の
間
、
交
通
違
反
や
事
故

　
も
な
く
、
ま
た
停
止
処
分
も
受
け
な

　
か
っ
た
と
き
は
、
そ
れ
ま
で
の
点
数

　
や
処
分
前
歴
は
、
ま
っ
消
さ
れ
て
0

　
に
な
り
ま
す
。

◎
免
許
の
保
留
　
拒
否
の
制
度

秋
色
の
山
肌
を
縫
う
新
し
い
道

　
　
蒔
滝
沢
ま
で
の
九
六
〇
米
H

　
前
に
お
知
せ
い
た
し
ま
し
た
、
県
単

山
村
振
興
特
別
開
発
工
事
で
三
ケ
年
に

わ
た
り
、
施
工
さ
れ
て
い
た
孟
地
～
滝

沢
間
の
道
路
は
、
こ
の
程
全
線
完
成
し

ま
し
た
。
片
桐
山
と
滝
沢
間
の
総
延
長

九
六
〇
米
、
巾
員
四
米
は
昨
年
度
ま
で

に
完
通
し
た
孟
地
～
片
桐
山
間
と
同
じ

く
、
本
年
度
分
の
約
四
八
○
万
円
分
の

予
定
工
事
の
終
了
を
も
っ
て
、
全
線
完

通
し
た
も
の
で
す
。

　
長
い
間
、
地
元
の
人
達
の
願
望
で
あ

っ
た
こ
の
道
は
、
町
の
中
心
部
へ
の
最

短
距
離
と
し
て
、
青
い
山
脈
の
中
を
縫

い
っ
』
、
新
し
い
姿
を
見
せ
て
い
ま
す

　
町
内
の
ど
の
部
落
に
も
車
の
入
る
道

を
と
の
町
の
考
え
は
、
こ
の
線
で
ほ
父

達
成
さ
れ
ま
し
た
。
　
尚
過
日
十
月
十

七
日
の
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
竣
工
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
町
の
ジ
！
プ
、
土
水
事
務
所

県
な
ど
の
車
を
つ
ら
ね
て
、
関
係
者
は

片
桐
山
に
入
る
と
、
沿
道
を
う
め
た
部

落
総
出
の
人
々
か
ら
万
才
の
声
が
湧
き

あ
が
り
、
感
激
に
目
を
う
る
ま
す
老
婆

の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
更
に
式
場
に
向
う
車
の
列
は
自
家
用

も
加
わ
り
、
新
し
い
砂
利
道
を
長
く
続

い
て
滝
沢
部
落
に
入
る
と
花
火
が
打
上

げ
ら
れ
、
こ
れ
も
総
出
で
出
迎
え
と
い

う
、
隠
し
き
れ
な
い
喜
び
に
湧
き
か
え

っ
て
い
ま
し
た
。

（3）



町
P
T
A
大
会
開
か
る

　
　
　
出
席
者
は
百
八
十
名

　
秋
の
収
穫
も
終
っ
た
十
月
十
六
日
、

改
築
な
っ
た
、
松
代
小
学
校
に
お
い
て

本
年
度
の
町
P
T
A
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
、
こ
の
日
参
集
さ
れ
た
町
内
各

学
校
の
P
T
A
の
方
々
は
実
に
一
四
〇

名
で
終
日
熱
心
に
子
ど
も
の
教
育
に
つ

い
て
研
究
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
九
時
半
の
開
会
式
に
は
、
町
助
役
、

教
育
長
の
祝
辞
が
の
べ
ら
れ
、
変
動
す

る
世
相
の
中
で
の
子
ど
も
達
の
育
成
を

単
に
学
校
の
み
が
考
え
る
こ
と
で
な
く

家
庭
に
お
い
て
も
、
又
地
域
に
お
い
て

も
真
剣
に
取
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
旨

の
要
望
を
含
め
て
の
内
容
に
、
並
み
い

る
会
員
も
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

十
時
か
ら
は
、
分
科
会
に
入
り

第
一
分
科
会
　
P
T
A
と
後
援
会
の
関

　
連
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

第
二
分
科
会
　
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
家

　
庭
教
育
の
あ
り
方
は
ど
う
あ
る
べ
き

　
か
。

第
三
分
科
会
　
校
外
生
活
や
補
導
に
つ

　
い
て
P
T
A
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

第
四
分
科
会
　
子
ど
も
の
健
康
や
安
全

　
保
持
の
た
め
に
P
T
A
は
ど
う
あ
る

　
べ
き
か
。

第
五
分
科
会
　
へ
き
地
に
お
け
る
教
育

　
の
振
興
を
は
か
る
に
は
、
P
T
A
は

　
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
べ
き
か
。

第
六
分
科
会
　
P
T
A
の
教
養
活
動
は

　
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

な
ど
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
午
前
中
各
会

場
に
わ
か
れ
て
熱
心
に
討
議
が
か
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
県
社
会
教
育
主
事
の
秋
山
主

事
の
講
演
が
あ
り
三
時
閉
会
と
い
う
内

容
あ
る
一
日
で
し
た
。

．
悔
ン
の
φ
匂
り
二
の
．
や
2
・
．
ず
：
の
．
．
2
・
ゆ
亀
働
：
・
一
り
♪
φ
．
．
◎
2
ゆ
ゆ
匂
9
；
φ
一
．
9
㌔
．
。
り
；
．
一
◎
◎
、
ρ
．
．
◎
：
ρ
一
．
・
．
φ
。
．
・
3
・
ゆ
。
・
；
．
．
◎
◎
・
ρ
．
。
9
；
φ
一
噂
◎
・
・
ゆ
亀
噺
：
ρ
．
・
2
の
φ
．
り
3
ゆ
．
．
・
．

北
信
越
学
徒
競
書
会
に

文
部
大
臣
賞
に
輝
く
池
田
一
三
君

　
過
日
行
な
わ
れ
た
新
潟
大
学
主
催
の

北
信
越
学
徒
競
書
会
に
は
、
町
内
よ
り

多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
で

も
北
山
小
学
校
の
六
年
生
池
田
一
三
さ

ん
は
見
事
文
部
大
臣
賞
の
栄
に
輝
く
作

品
で
、
こ
の
程
学
校
に
通
知
が
あ
り
ま

し
た
。
喜
び
に
湧
く
北
山
小
学
校
の
皆

さ
ん
に
感
想
を
の
べ
て
戴
き
ま
し
た
。

文
部
大
臣
奨
励
賞
を
う
け
て

　
　
　
北
山
小
六
年
　
池
田
一
三

　
文
部
大
臣
賞
の
新
聞
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
時
、
ぼ
く
は
思
わ
ず
飛
び
上
っ
た

先
生
も
「
よ
か
っ
た
。
よ
か
っ
た
な
あ

」
と
ぼ
く
の
か
た
を
た
た
い
て
く
れ
た

　
昨
年
「
来
年
も
、
が
ん
ば
る
ぞ
凶
と

誓
っ
た
こ
と
が
実
現
さ
れ
、
し
か
も
文

部
大
臣
賞
に
な
っ
た
の
だ
。
ぼ
く
は
そ

の
日
一
日
、
体
が
軽
る
い
よ
う
に
感
じ

て
い
た
。
家
中
の
人
が
、
喜
こ
ん
で
く

れ
た
。

　
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
夏
休
み
中

計
画
を
九
て
て
、
い
っ
し
よ
う
け
ん
め

い
や
っ
た
。
高
の
字
が
う
ま
く
書
け
ず

泣
き
た
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
遊
び

た
く
て
、
遊
び
た
く
て
し
か
た
が
な
い

日
も
あ
っ
た
。
け
れ
ど
、
ぼ
く
は
勝
っ

た
。
そ
し
て
、
特
選
を
い
た
だ
い
た
の

だ
。
こ
ん
な
喜
び
は
、
一
生
わ
す
れ
る

こ
と
は
、
で
き
な
い
。
こ
ん
な
賞
を
う

け
た
の
も
、
み
な
担
任
の
先
生
や
、
他

の
先
生
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
文
部
大
臣
賞
に
は

じ
ぬ
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
特
選
（
県
小
学
校
会
長
賞
）

　
　
北
山
小
二
年
　
い
け
だ
よ
し
か
ず

　
ぼ
く
は
、
し
ゆ
う
じ
が
と
く
せ
ん
に

な
っ
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
。
先
生
か

ら
「
よ
し
か
ず
く
ん
、
と
く
せ
ん
で
す

よ
」
と
い
わ
れ
た
け
れ
ど
、
ほ
ん
と
う

の
よ
う
な
気
が
し
な
か
っ
た
。
家
へ
か

え
っ
て
、
お
か
あ
さ
ん
に
で
ん
ぽ
う
を

み
せ
た
ら
、
　
「
ほ
ん
と
な
ん
だ
ね
凶
と

い
っ
て
、
と
て
も
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
た

ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
が
ん
ば
っ
て

も
っ
と
じ
よ
う
ず
に
な
り
た
い
。

◇
特
選
（
読
売
新
聞
社
賞
）

　
　
北
山
小
一
年
　
ひ
ぐ
ち
み
つ
ひ
ろ

　
ぼ
く
は
、
と
く
せ
ん
の
で
ん
ぽ
う
を

い
た
だ
き
、
ま
る
で
ゆ
め
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
う
ち
の
人
た
ち
も

「
み
つ
ひ
ろ
、
よ
く
や
っ
た
四

と
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
が
っ
こ
う
で
も
、
せ
ん
せ
い
が
た
が

み
ん
な
ほ
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ぼ

　4（

く
は
う
れ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
い
っ
し
よ
う
け
ん
め
い
が
ん

ば
り
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

◇
特
選
（
新
大
書
道
研
究
会
賞
）

　
　
北
山
小
一
年
い
け
だ
み
ゆ
き

　
わ
た
し
は
、
と
く
せ
ん
に
な
り
ま
し

た
。
お
ん
が
く
の
じ
か
ん
の
と
き
、
こ

う
ち
よ
う
せ
ん
せ
い
が
、
と
く
せ
ん
の

で
ん
ぽ
う
を
も
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
せ
ん
せ
い
が
「
み
ゆ
き
さ
ん
、

お
め
で
と
う
凶
と
い
っ
て
、
で
ん
ぼ
う

を
わ
た
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
て
を
た
た
い
て
、
ほ
め
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
と
っ
て
も
う

れ
し
く
て
、
は
や
く
お
か
あ
さ
ん
に
お

し
え
た
い
な
、
と
お
も
い
ま
し
た
。

十
月
は
簡
易
保
険
月
間

　
五
十
三
年
を
迎
え
た
簡
易
保
険

　
十
月
は
簡
易
保
険
月
間
で
す
。
簡
易

保
険
は
大
正
五
年
十
月
一
日
に
誕
生
し

こ
と
し
で
五
十
三
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
「
郵
便
局
の
簡
易
保
険
」
と
し

て
、
み
な
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
そ
の
生

活
の
中
に
と
け
こ
ん
で
大
き
く
成
長
し

今
で
は
総
契
約
件
数
四
千
三
百
万
件
、

保
有
契
約
高
は
七
兆
円
を
こ
え
る
マ
ン

モ
ス
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
簡
易
保
険

の
特
色
は
、
小
口
・
無
診
査
月
掛
け
な

ど
で
し
た
が
、
一
般
社
会
情
勢
の
移
り

変
わ
り
に
つ
れ
て
、
加
入
の
最
高
額
が

二
百
万
円
に
な
り
、
九
月
か
ら
は
「
傷

害
特
約
」
も
で
き
て
、
現
代
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
保
険
に
な
り
ま
し
た

　
現
在
、
み
な
さ
ん
か
ら
払
い
込
ま
れ

る
保
険
料
は
、
一
日
に
十
二
億
円
に
も

の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
は
将
来
、
保
険
金

や
配
当
金
を
支
払
う
た
め
に
積
み
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
積
立
金
は
、

都
道
府
県
・
市
町
村
な
ど
の
地
方
公
共

団
体
や
、
公
団
・
公
庫
な
ど
に
融
通
し

わ
れ
わ
れ
の
身
近
な
公
共
施
設
の
設
備

等
に
使
わ
れ
、
国
づ
く
り
町
づ
く
り
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
松
代
町
に
現
在
ま
で
融
通
さ
れ

た
額
は
七
千
五
百
万
円
で
す
。

◎
郵
便
番
号
は
あ
な
た
の
住
所
の
一
部

で
す
。
郵
便
を
お
出
し
に
な
る
と
き
は

あ
な
た
の
郵
便
番
号
も
お
忘
れ
な
く
。

　
　
松
代
局
　
九
四
二
ー
一
五

　
　
室
野
局
　
九
四
二
－
二
二

　
　
　
　
　
（
文
責
　
松
代
郵
便
局
）


